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１ はじめに 

菊池郡市では、桐会長（七城中学校）を中心に、１２校３８名の保健体育担当者

で研究を進めている。研究テーマを「楽しさと喜びを実感し、自主的に運動に取り

組む生徒の育成」と設定し、「思考力・判断力・表現力等を育む授業づくり」をめ

ざして研究を進めている。 
平成２８年度の県研究発表菊池大会に向けて取り組んできた研究を、今年度も各

学校の実態に合わせて、より多くの種目で実践を行った。身に付けさせたい知識・

技能を明確にしながら、より活発な言語活動を促すための学習言葉の精選、各種目

の基礎となる技能の向上を目的としたスキルウォームアップについて重点を置い

て研究を行っている。また、個に応じた指導方法の工夫、協働的な学習活動の充実

を図っていけるように、ICT 機器を取り入れた授業実践にも取り組んだ。 
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楽しさと喜びを実感し、自主的に運動に取り組む生徒の育成 

～思考力・判断力・表現力等を育む授業づくりを通して～ 

中学体育部会長 

事務局 庶務･会計 

 

授業づくりの視点 

 ①学習活動の明確化と授業展開の一部固定化 
 ②学習言葉の活用 
 ③スキル W-up の改善 
 ④学習指導要領の次期改定を踏まえ、共生の視点を取   
  り入れた授業方法の工夫 

研究推進委員 

菊池北（緒方）菊池南（平田、森川）七城（内田）旭志

（田邉）泗水（坂田、岩谷、吉村）合志（山下、澤田、

坂本、荒嶽、上之園）西合志（佐藤、髙宮）西合志南（髙

橋、米田、米良、山下）大津（井川、寺本）大津北（甲

斐、古門）菊陽（米田、山本、佐藤）武蔵ヶ丘（古閑、

津留、水野、井本） 



４ 活動状況 
（１）第１回一斉研修会【５月７日（月）七城中学校】半日研：参加者３４名 

○平成２９年度事業報告及び決算報告 
○平成３０年度事業計画及び予算案審議、役員選出 
 

（２）第２回一斉研修会【６月１４日（木）武蔵ヶ丘中学校】半日研：参加者３４名 
  ○新学習指導要領の概要説明    菊池教育事務所指導主事 平木 元宏 
  〇授業研究部の具体的な活動計画の打合せ 
 
（３）第３回一斉研修会【７月３１日（火）菊池北中学校】参加者２７名 
 〇模擬授業「バドミントン」    合志中学校 教諭 坂本健志朗 
 〇実技実践講習「バドミントン」    
 

（４）第４回研修会【１月２４日（木）合志中学校】半日研：参加者２７名 
○研究授業 球技「バドミントン」 合志中学校 教諭 坂本健志朗 
○授業研究会 指導助言      菊池教育事務所指導主事 平木 元宏             
〇新学習指導要領改訂に向けた各学校の年間指導計画の見直し 
○本年度のまとめ 

 
 
５ 反省と課題 
  今年度は、平成２７年度から研究を行っている「学習指導過程の工夫」と「言語

活動の工夫」の２つの視点について、継続した研究を行った。特に、今年度は「バ

ドミントン」のスキルウォームアップの開発と、中規模校以上の男女共習によるグ

ループ編成で、授業を展開していくことについて重点を置いた研究を進めた。スキ

ルウォームアップについては、各学校の体力テストの結果を分析した上で、各学校

で必要な体力要素の向上を目指したトレーニング種目を取り入れた。また、各運動

種目よって高められる運動機能についても、生徒の実態に合わせて取り入れて実施

した。男女共習による授業展開については、新学習指導要領の改訂に伴い、今後は

必ず実施しなければならない。実態としては、中規模校以上については男女別で授

業を行っている学校がほとんどである。今回の研究では、生活班を基本としたグル

ープ編成でバドミントンの授業を行い、人間関係を考慮した班編成であることから、

練習に取り組む意欲は高く、教え合い活動もスムーズに行われる姿があった。 
  今後に向けた課題としては、研究授業を中心とした研究実践を積み重ね、学習指 
 導要領改訂とともに、年間指導計画の早急な見直しと、今までの研究を活かしなが 
 ら、「主体的、対話的で深い学び」を実現する授業づくりをさらに進めて行く。 
 


